
芸術 科目 単位数 3

評価項目と観点（例）
音楽への

関心・意欲・態度
音楽表現の
創意工夫

音楽表現の技能 鑑賞の能力

歌唱 ○ ◎ ◎ ○

器楽 ○ ◎ ◎ ○

鑑賞 ○ ◎

学期 月 内容

4 歌唱

5 実技テスト

6 アンサンブルⅠ

ソルフェージュ/楽典

7 ピアノアンサンブル

9 ピアノアンサンブル・発表 演奏発表

コンサート準備・アンサンブルⅡ

10

11

ソルフェージュ

12 クリスマスコンサート 演奏発表

1 グループアンサンブルⅢ

グループアンサンブルⅢ　発表 演奏発表

Ⅱ

生徒ホールでの演奏

・6手連弾をする。楽曲の特徴、構成等について考えたり、
意見交換をしながら演奏を創る。お互いの演奏を鑑賞す
る。

・楽曲の特徴、構成等について考えたり、意見交換をしなが
ら演奏を創る。

・聴音を実施。平易な旋律を聴いて、楽譜に書きとることが
できる。

備考

・他の生徒と協力して、より高度なアンサンブル演奏を目指
す。

・グループを作り、意見を出し合い選曲を行う。

・楽曲の特徴、構成等について考えたり、意見交換をしなが
ら演奏を創る。

・曲想を考え、正しい呼吸でイメージを大切にしながら歌うこ
とができる。

実技テスト・記述テスト

学習目標
音楽の諸活動を通して、生涯にわたり音楽を愛好する心情と音楽文化を尊重する態度を育てるとともに、感性を磨き、個性
豊かな音楽の能力を高める。

Ⅲ

・他の生徒と協力してより高度なアンサンブル演奏ができ
る。

評価方法

到達目標

・他の生徒と協力して、より高度なアンサンブル演奏を目指
す。

・楽器、編成を考え、グループを作りアンサンブルを行う。

・各グループの演奏を聴くことで、よりふさわしい表現の追
及が可能になることを意識させる。

・他の生徒と協力してより高度なアンサンブル演奏ができ
る。

・記述テスト　聴音を実施

・より深みのある音楽的表現を工夫する。

令和５年度 ３年次 教科シラバス
教科 音楽Ⅲ

教科書
副教材

「音楽Ⅲ」（教育出版）

・仲間の演奏を聴き、自分たちの演奏との違いを考え、それ
を演奏に活かす。

・記述テスト　聴音/楽典を実施

評価の観点

・音楽への関心・意欲・態度：音楽や音楽文化に関心をもち，個性豊かな表現や鑑賞の創造的活動に取り組もうとする。
・音楽表現の創意工夫：様々な音楽表現を総合的に理解し、個性豊かで，創造的な表現意図をもっている。
・音楽表現の技能：創意工夫を生かした音楽表現をするために必要な技能を身に付け，表現の能力を高め，個性豊かに表
している。
・鑑賞の能力：音楽の構造上の特徴や他の芸術や文化とのかかわりを理解しながら，音楽を総合的にとらえ，よさや美しさ
を創造的に味わって聴いている。

・楽曲の特徴、構成等について考えたり、意見交換をしなが
ら演奏を創る。

学習内容 歌唱、器楽、創作、鑑賞

・発声、音程、リズムに留意し、歌詞の内容や背景を感じ取
り、イメージを持って歌うことができる。

Ⅰ



芸術 科目 単位数 3

評価項目と観点（例） 関心・意欲・態度 発想や構想の能力 創造的な技能 鑑賞の能力

作品 ○ ○ ○

アイディアスケッチ ○ ○

学習に取り組む姿勢 ○ ○ ○ ○

ファイルの記録 ○ ○

相互鑑賞レポート ○ ○

学期 月 内容

4 創造性について

4

5

6

鑑賞

名刺デザイン

7 鑑賞

9 プロダクトデザイン

10

11

12

鑑賞

1 漫画タイトルロゴ

鑑賞

令和５年度 ３年次 教科シラバス
教科 美術Ⅲ

教科書
副教材

「美術３」（光村図書）

学習目標
美術の創造的な諸活動を通して、美的体験を豊かにする。生涯にわたり美術を愛好する心情と美術文化
を尊重する態度を育てる。感性と美意識を磨き、個性豊かな美術の能力を高める。

①美術への関心・意欲　・態度・・・美術の創造活動の喜びを味わい、多様な表現方法に関心をもち、美
術文化を尊重し、主体的に個性豊かな表現や鑑賞の創造活動に取り組もうとする。
②発想や構想の能力・・・感性や想像力を働かせて、独創的な主題を生成し、創造的な表現の構想を
練っている。
③創造的な技能・・・創造的な美術の表現をするために必要な技能を身につけ、主題に合った表現方法
を工夫し、個性を生かして 創造的に表している。
④鑑賞の能力・・・美術作品などの表現の工夫や国際理解に果たす美術の役割、美術文化などの理解を
一層深め、自己の価値観や美意識を働かせて、そのよさや美しさを創造的に味わっている。

評価方法

学習内容 デザイン、鑑賞

評価の観点

ファブリックデザイン
（シルクスクリーン印刷）

・実際に完成した作品を着用し、目的や機能と調和の
とれた美しさを感じとり、作者の意図や表現の工夫を
味わう。

備考到達目標

オリエンテーション

静岡デザイン専門学校主催

デザイングランプリ応募

Ⅱ

・1年間の授業内容の流れを知る。

Ⅲ

・タイトルロゴについて知り、理解を深める。

・表現の意図が効果的に伝わるようなデザインの機能
や効果を考え、個性を生かして創造的な表現の構想
を練る。・それぞれの表現方法の工夫を感じ取り、よさを深く味
わう。

・名刺のデザインの働きについて理解を深める。

・表現の意図が効果的に伝わるようなデザインの機能
や効果を考え、個性を生かして創造的な表現の構想
を練る。

・生活や社会の中の美術の働きについて考えを深め
・生活の中のプロダクトデザインについて知り、理解を
深める。
・目的や条件をもとにデザインの社会的な役割を意識
して主題を生成し、構想を練る。

・主題を明確にした作品原画を作成する。

・日本及び諸外国の美術作品や文化遺産などから伝
統や文化の価値を感じ取り、美術文化の継承、発展、
創造することの意義について考え、見方や考え方を深
める。

・生活の中のファブリックデザインとシルクスクリーン
について知り、理解を深める。

・シルクスクリーン印刷の特性を意識して、個性豊か
に主題を生成し、創造的に構想を練り、主題を追求し
てデザイン画を描く。

・デザイン画をもとに、シルクスクリーンの版を制作し、
印刷を行う。

Ⅰ

漫画表現

鑑賞

・漫画の表現方法について学び、理解を深める。

・漫画表現の可能性を追求し、創造的に制作する。

・それぞれの表現の工夫を感じ取り、よさを深く味わ
う。



芸術 科目 単位数 2

評価項目と観点（例）
書への関心・
意欲・態度

書表現の構想
と工夫

創造的な書表
現の技能 鑑賞の能力

作品 ○ ○ ◎ ○

学習に取り組む姿勢 ○ ○ ○ ○

提出物 ○

学期 月 内容

7 実用書（小筆）

12

刻字／鑑賞と原稿制作

・創作することの意義を知る
・課題を設定し作品をまとめる

・現代作家の作品を鑑賞し、表現方法を理解する
・原稿を制作する

Ⅲ

高等学校書作展に出品

表札

1 刻字／木刻と着色
・刀法を理解する（彫刻刀）
・陰刻・陽刻について知る
・着色し仕上げる

11

・自分の名前と住所を正しく書く

4

5

6

入門　実用書（小筆）

篆刻　姓名印の制作

漢字の書（太筆）

9
葉書
慶弔の表書き

学習内容 書道Ⅰ・Ⅱを履修していない生徒でも受講可能。毛筆による実用書・篆刻・刻字を学ぶ。

評価の観点

・書への関心・意欲・態度・・・書の創造的活動の喜びを味わい、書の伝統と文化に関心を持って、主体的
に表現や鑑賞の創造的活動に取り組もうとする。
・書表現の構想と工夫・・・書表現の諸要素を感受し、感性を働かせながら、自らの意図に基づいて構想
し、表現を工夫している。
・創造的な書表現の技能・・・創造的な書表現をするために、書の効果的な表現の技能を身に付け表して
いる。
・鑑賞の能力・・・文字や書の伝統と文化について幅広く理解し、その価値を考え、書の良さや美しさを創
造的に味わっている。

Ⅰ

・葉書の書式を理解する
・祝儀・不祝儀の書式を理解する

Ⅱ

・篆書と篆刻について理解する
・刀法を理解する
・落款と印について学ぶ

雅印（ハンコ）

・楷書の学習を生かしてうちわに書く うちわ

評価方法

到達目標 備考

・道具の使い方を知る
・漢字の学習（楷書）

10 創作

令和5年度 ３年次 教科シラバス
教科 書表現

教科書
副教材

「書き込み式　筆ペン字練習帳」（成美堂出版）

学習目標
小筆（毛筆）を用いて、生活の中の実用的な書に関する知識や技術を身につけ、書写能力の向上を図
る。また、文字を使用した幅広い表現、篆刻・刻字等の諸活動を通して、生涯にわたり書を愛好する心情
を育てるとともに、創造的な表現及び鑑賞の能力を高め、書の伝統と文化についての理解を深める。



音楽 科目 単位数 2

評価項目と観点（例）
音楽への

関心・意欲・態度
音楽表現の
創意工夫

音楽表現の技能 鑑賞の能力

歌唱 ○ ◎ ◎

学期 月 内容

4

5

6

7 オペラ鑑賞

9

10

11

12

1

日本歌曲、合唱曲

Ⅱ

・イタリア語の発音、豊かな響きを身に付け、歌
う。声の響きを知覚、感受しながら歌う。
・楽曲のイメージを持ち、その特徴を生かし、創造
的に表現する。
・曲想を歌詞の内容や楽曲の背景と関わらせて
感じ取り、その特徴を生かした表現を工夫する。

コンコーネ　50番～
6から10番
イタリア歌曲
合唱曲

実技テスト

Ⅲ
曲想を歌詞の内容や楽曲の背景と関らせて感じ
取り、その特徴を生かした表現を工夫する。
日本語の美しさに触れ、豊かに表現する。 実技テスト

Ⅰ

・音楽表現のために必要な発声、言葉の発音、
姿勢や身体の使い方、読譜の仕方などを身に付
ける。
・リズム・旋律・強弱を聴き取り、それらの働きが
生み出す特質や雰囲気などを感受する。
・表現のための思いや意図を持ち、自分なりの表
現を工夫する。

コンコーネ　50番～
１から５番
イタリア歌曲

実技テスト

・作品の生み出す特質や雰囲気などを感受し、そ
の美しさや素晴らしさを創造的に味わって聴いて
いる。

学習内容 歌唱

評価の観点

・　音楽への関心・意欲・態度：音楽文化を尊重し、主体的、創造的に声楽の学習に取り組もうとする。
・　音楽表現の創意工夫：音楽を形づくている要素を知覚し、それらの働きを感受しながら、音楽表現を工
夫し、表現意図をもっている。
・　音楽表現の技能：創意工夫を生かした音楽表現をするための技能を身に着け、創造的に表している。

評価方法

到達目標 備考

令和５年度 ３年次 教科シラバス
教科 声楽

教科書
副教材

「コンコーネ　50番」（全音楽譜出版社）

学習目標
声楽に関する専門的な学習を通して、楽曲の表現内容を理解し、表現意図を明確にして創造的に表現す
る能力を養う。



音楽 科目 単位数 2

評価項目と観点（例） 音楽への
関心・意欲・態度

音楽表現の
創意工夫

音楽表現の技能 鑑賞の能力

器楽 ○ ○ ◎

学期 月 内容

4

5

6

7

9

10

11

12

1

音楽表現のために必要な楽器の扱い方、正しい
フォームを身に付ける。正しい演奏のために必
要な基礎的技術を身に付ける。

曲想を歌詞の内容や楽曲の背景と関わらせて感
じ取り、その特徴を生かした表現を工夫する。

曲想を歌詞の内容や楽曲の背景と関わらせて感
じ取り、その特徴を生かした表現を工夫する。

Ⅱ

選択した楽器の演奏練習
試験課題曲の練習
アンサンブル練習
演奏発表
外部施設訪問演奏

Ⅰ

選択した楽器の演奏練習
試験課題曲の練習
アンサンブル練習
演奏発表
外部施設訪問演奏

実技テスト

Ⅲ
選択した楽器の演奏練習
アンサンブル練習

実技テスト

楽器独奏、様々な形態のアンサンブル

評価の観点

・　音楽への関心・意欲・態度：音楽文化を尊重し、主体的、創造的に器楽の学習に取り組もうとする。
・　音楽表現の創意工夫：音楽を形づくている要素を知覚し、それらの働きを感受しながら、音楽表現を
工夫し、表現意図をもっている。
・　音楽表現の技能：創意工夫を生かした音楽表現をするための技能を身に着け、創造的に表している。

評価方法

備考到達目標

学習内容

令和５年度 ３年次 教科シラバス
教科 器楽

教科書
副教材

学習目標
器楽に関する専門的な学習を通して、楽曲の表現内容を理解し、表現意図を明確にして創造的に表現
する能力を養う。



音楽 科目 単位数 2

評価項目と観点（例）
音楽への

関心・意欲・態度
音楽表現の
創意工夫

音楽表現の技能 鑑賞の能力

器楽 ○ ○ ◎

学期 月 内容

4 学習計画作成

5

6

7 ピアノ演奏発表

9 ピアノ伴奏による弾き歌い、連弾

10

11

12 ピアノ弾き歌い、発表

ピアノ伴奏による弾き歌い

1 連弾

ピアノ弾き歌いでの発表

Ⅲ

・歌と伴奏をバランスよく演奏する｡
・できるだけ鍵盤を見ないで演奏する｡
・レベルに応じて伴奏を工夫する｡
・連弾する。自分のみでなく、相手の演奏にも意
識を向ける。

・発表会形式でお互いに聴き合う｡ 実技テスト

Ⅰ

・入試日程、入試課題の確認、分析を踏まえ、一
年間の学習計画を作成する｡

各自の課題を設定し、
練習に取り組む。 ・ピアノ演奏の正しいフォームを身につける｡

・正確な指づかい、適切なテンポで演奏する｡
･曲の表現を工夫する。
・楽曲のイメージを持ち、その特徴を生かし、創
造的に表現する。

実技テスト

Ⅱ

・リズム・旋律・強弱を聴き取り、それらの働きが
生み出す特質や雰囲気などを感受する。
・表現のための思いや意図を持ち、自分なりの
表現を工夫する。
・歌と伴奏をバランスよく演奏する｡
・できるだけ鍵盤を見ないで演奏する｡
・レベルに応じて伴奏を工夫する｡
・仲間を幼児に見立てて練習する｡ 実技テスト

学習内容 鍵盤楽器の独奏、いろいろな形態のアンサンブル（連弾）

評価の観点

・　音楽への関心・意欲・態度：音楽文化を尊重し、主体的、創造的に器楽の学習に取り組もうとする。
・　音楽表現の創意工夫：音楽を形づくている要素を知覚し、それらの働きを感受しながら、音楽表現を
工夫し、表現意図を持っている。
・　音楽表現の技能：創意工夫を生かした音楽表現をするための技能を身に着け、創造的に表している。

評価方法

到達目標 備考

令和５年度 ３年次 教科シラバス
教科 器楽（保育）

教科書
副教材

バイエル100番

学習目標
器楽に関する専門的な学習を通して、楽曲の表現内容を理解し、表現意図を明確にして創造的に表現
する能力を養う。



美術 科目 単位数 2

評価項目と観点（例） 関心・意欲・態度 発想や構想の能力 創造的な技能 鑑賞の能力

作品 ○ ○ ○

アイディアスケッチ ○ ○

学習に取り組む姿勢 ○ ○ ○ ○

ファイルの記録 ○ ○

作家研究レポート ○ ○

学期 月 内容

4 絵画について

4 静物デッサン

5

6

7 鑑賞

9 鑑賞　作家研究

9 課題研究（絵画制作）

10

11

12

Ⅲ 1 鑑賞

令和５年度 ３年次 教科シラバス

学習内容

到達目標 備考

評価方法

学習目標

評価の観点

アクリル絵の具やアクリルガッシュを使用した絵画制作等、鑑賞

オリエンテーション

教科

いろいろな表現形式による絵画表現に関する学習を通して、表現と鑑賞の能力を高める。

絵画

・1年間の授業内容の流れを知る。

①美術への関心・意欲　・態度・・・美術文化を尊重し、主体的、創造的に絵画表現の学習に取り組もうと
する。
②発想や構想の能力・・・感性や想像力を働かせて感じ取ったことや考えたことなどを基に豊かに発想
し、絵画表現のよさや美しさなどを考え、創造的で個性豊かな表現の構想を練っている。
③創造的な技能・・・創造的な表現活動をするために必要な造形感覚や専門的な技能を身に付け、表現
方法を創意工夫して表現している。
④鑑賞の能力・・・美術作品や美術文化などについて理解を深め、感性や想像力を働かせて価値や美意
識を感じ取り、創造的に絵画作品のよさを味わっている。

教科書
副教材

・鉛筆デッサンの基礎を理解し、対象に対して深く観察
し、明暗、空間感、量感を大切にし、追求して描く。

・作者の制作の意図や表現の工夫を感じ取り、深く味
わう。

Ⅰ

Ⅱ

・それぞれの表現の工夫を感じ取り、よさを深く味わう。

・研究した作家の表現形式や表現技法を生かして、創
造的に表現の構想を練る。風景、人物、静物、構成な
ど、それぞれが作家研究した内容を生かして主題を生
成する。

・中間鑑賞会を通して、それぞれのよさや課題を発見
し、絵画表現の可能性を追求する。

・最後まで絵画表現を追求し、完成度の高い作品を制
作する。

・興味のある作家／作品について調べ、表現形式や
表現技法についてレポートを通して理解する。

技法研究 ・筆やナイフ、アクリル絵の具やアクリルガッシュなど、
描画材料の特性を学び、理解する。

・対象を様々な視点で観察し、創造的に表現の構成を
練る。

・それぞれの表現技法の効果を生かし、主体的にその
効果を味わい、追及して制作する。



美術 科目 単位数 2

評価項目と観点（例） 関心・意欲・態度 発想や構想の能力 創造的な技能 鑑賞の能力

作品 ○ ○ ○

アイディアスケッチ ○ ○

学習に取り組む姿勢 ○ ○ ○ ○

ファイルの記録 ○ ○

作品鑑賞レポート ○ ○

学期 月 内容

4 保育絵画について

5 キャラクターイラストレーション

6

7

鑑賞

9 仕掛け絵本制作

10

11

12

1

鑑賞

・材料の特性を生かして、丁寧に製本する。

・作品のよさや表現の工夫を感じ取る。

Ⅰ

Ⅲ

Ⅱ

・表現の意図や画材の工夫などを感じ取り、深く味わ
う。

・イラストレーションの基礎を学び、理解する。

・様々な画材を使用した表現技法を学び、理解する。

・社会におけるキャラクターイラストレーションの効果
を理解し、対象を意識した主題を生成する。

・描画材用や表現技法の効果を生かし、表現を追求
する。

評価の観点

様々な描画材料を使用した絵画制作等、鑑賞

・絵本の作りや、絵本の種類について学び、理解す
る。

・キャラクターの特性を生かして主題を生成し、ストー
リーボードを作成し、物語の構想を練る。

・物語を効果的に伝えるために、視覚的な表現や仕
掛けを工夫する。

・本の構造や組み立てについて学び、理解する。

絵画(保育）

・1年間の授業内容の流れを知る。

①美術への関心・意欲　・態度・・・美術文化を尊重し、主体的、創造的に絵画表現の学習に取り組もうと
する。
②発想や構想の能力・・・感性や想像力を働かせて感じ取ったことや考えたことなどを基に豊かに発想し、
絵画表現のよさや美しさなどを考え、創造的で個性豊かな表現の構想を練っている。
③創造的な技能・・・創造的な表現活動をするために必要な造形感覚や専門的な技能を身に付け、表現
方法を創意工夫して表現している。
④鑑賞の能力・・・美術作品や美術文化などについて理解を深め、感性や想像力を働かせて価値や美意
識を感じ取り、創造的に絵画作品のよさを味わっている。

教科書
副教材

令和５年度 ３年次 教科シラバス

学習内容

到達目標 備考

評価方法

オリエンテーション

教科

いろいろな表現形式による絵画表現に関する学習を通して、表現と鑑賞の能力を高める。学習目標



美術 科目 単位数 3

評価項目と観点（例） 関心・意欲・態度 発想や構想の能力 創造的な技能 鑑賞の能力

作品 ○ ○ ○

アイディアスケッチ ○ ○

学習に取り組む姿勢 ○ ○ ○ ○

ファイルの記録 ○ ○

相互鑑賞レポート ○ ○

学期 月 内容

4 ビジュアルデザインについて

4 色彩の基礎

5 ピクトグラム制作

6

7 鑑賞

9 三南バックデザイン

10 ブランディングデザイン

11

12

1 鑑賞

①美術への関心・意欲　・態度・・・美術文化を尊重し、主体的、創造的に視覚デザインの学習に取り組も
うとする。
②発想や構想の能力・・・感性や想像力を働かせて感じ取ったことや考えたことなどを基に豊かに発想し、
色彩や形などの視覚伝達効果を考え、創造的・機能的で個性豊かな表現の構想を練っている。
③創造的な技能・・・創造的な表現活動をするために必要な造形感覚や専門的な技能を身に付け、表現
方法を創意工夫して表現している。
④鑑賞の能力・・・美術作品や美術文化などについて理解を深め、感性や想像力を働かせて価値や美意
識を感じ取り、創造的に視覚デザインのよさを味わっている。

ビジュアルデザイン

・作品の良さや表現の工夫を感じ取り、深く味わう。

令和５年度 ３年次 教科シラバス

学習内容

到達目標 備考

評価方法

視覚的な伝達効果を主とするデザインについての理解を深め、表現と鑑賞の能力を高める。

オリエンテーション

教科

Ⅰ

Ⅲ

Ⅱ

・1年間の授業内容の流れを知る。

・色彩の基礎について学び、その効果について理解す
る。

・ブランディングデザインについて学び、理解する。

・ペアを組み、お互いの商品や店舗イメージを伝え合
い、クライアントとデザイナーの立場を意識して、創造
的な表現の構想を練る。

・主題を意識してコーポレートカラーを選定し、ロゴ
マークやロゴタイプなどを主体的に考案する。

・ブランディングに関わるデザイン案をパネルにまと
め、効果的に視覚伝達表現する。

・三島南高校をテーマとし、文字×幾何形体×色彩を
使用したデザインの構想を練る。

・平塗りを生かして、丁寧に制作する。

・生活の中のピクトグラムについて学び、その視覚的
効果を理解する。

・学校内で使用するピクトグラムをテーマに、デザイン
が果たす役割や責任を意識して創造的な表現の構想
を練る。

・平塗技法で完成作品の状態を意識して制作する。

教科書
副教材

デザインを学ぶ１（エムディエヌコーポレーション）

学習目標

評価の観点

デザインの基礎、平面・立体デザイン、鑑賞

・プレゼンテーションを通して、デザインのよさやねらい
を的確に伝達する。
・作品のよさやその効果を味わい、ブランディングデザ
インにおける視覚伝達表現のもつ機能などについて考
え、理解する。


